
 

 

 

 

 

 

Linux（Ubuntu）での  

Actian Zen v16 使用 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社エージーテック 

 

2025 年 9 月 12 日 

  



2 

 

免責事項 

株式会社エージーテックは本書の使用を、利用者またはその会社に対して「現状のまま」でのみ許諾するものです。株式

会社エージーテックは、いかなる場合にも本書に記載された内容に関するその他の一切の保証を、明示的にも黙示的にも

行いません。本書の内容は予告なく変更される場合があります。 

 

商標 

Copyright © 2025 AG-TECH Corp. All rights reserved. 本書の全文、一部に関わりなく複製、複写、配布をすること

は、前もって発行者の書面による同意がない限り禁止します。 

Actian、Actian DataCloud、Actian DataConnect、Actian X、Avalanche、Versant、PSQL、Actian Zen、Actian 

Director、Actian Vector、DataFlow、Ingres、OpenROAD、および Vectorwise は、Actian Corporation およびその

子会社の商標または登録商標です。本資料で記載される、その他すべての商標、名称、サービスマークおよびロゴは、所

有各社に属します。 

 

Linux（Ubuntu）での Actian Zen v16 使用 

最終更新：2025 年 9 月 12 日 

 

 

  



3 

 

 

目次 

はじめに ........................................................................................................................................... 4 

Linux の設定 ................................................................................................................................... 5 

Actian Zen のインストール ............................................................................................................. 6 

Actian Zen の環境設定 .................................................................................................................... 6 

クライアントから Zen Control Center で接続 ............................................................................... 8 

Linux OS 上で Zen Control Center を起動 ................................................................................... 8 

クライアントからのアクセス ........................................................................................................... 9 

クライアントから Btrieve ファイル参照 ...................................................................................... 10 

クライアントから SQL（ODBC）で接続 ...................................................................................... 10 

クライアントの Control Center から設定変更 ............................................................................. 11 

Windows の共有にある Btrieve ファイルにアクセス ................................................................... 11 

Actian Zen ユーザー以外でツールを使用（設定） ........................................................................ 12 

Actian Zen ユーザー以外でツールを使用（実行） ........................................................................ 12 

データベースの作成 ....................................................................................................................... 13 

Btrieve API サンプル の実行 ........................................................................................................ 16 

Python サンプル ............................................................................................................................ 17 

Python 実行用のモジュール生成 ................................................................................................... 17 

他の Python サンプル ................................................................................................................... 20 

Btrieve 2 の C++プログラムのビルド及び実行の手順 .................................................................... 20 

 

 



4 

 

はじめに 

 

本書では、Linux OS 環境での Actian Zen 設定・使用手順をご案内いたします。 

安価なデータベースサーバーの OS として Linux を選択されるケースも増えていることから、

Linux で Actian Zen を使用するための設定に加え、Windows 環境から接続して、設定やデータベ

ースアクセスを行う手順についてもご案内します。 

 

なお、本書では Ubuntu Linux 24.04 を使用して解説します。 
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Linux の設定 

 

Linux OS 環境で Actian Zen を使用するには、前準備を行っておくと、より簡単に使用できます。 

 

１．準備 

設定を容易にできるよう、root アカウントにパスワードを設定し sudo で切り替え可能にします。 

     

 

 

Ubuntu OS を更新します。 

 

 

 

root ユーザーに変更します。 

 

 

 

 

２．Samba サーバーインストール 

Samba をインストールします。設定を簡単に行うには、root でログオンしてください。 

 

 

 

samba を有効化 

 

     

 

 

 

３．ビルドツールのインストール 

 

 

 

 

 

 

sudo passwd root 

sudo apt-get update 

sudo apt-get upgrade 

sudo apt-get install samba 

sudo systemctl enable smbd 

sudo systemctl start smbd 

sudo su

sudo apt install make 

sudo apt install build-essential 
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Actian Zen のインストール 

 

Actian Zen のインストールは root ユーザーでログオンして行います。 

１．ファイルを展開します。 

カレントディレクトリーを変更します。 

 

 

 

インストールパッケージを展開します。 

※ 

yy.yy-zzz.zzz は、ビルド番号を表す「16.00.014.000」のような文字列です。 

Actian Zen のインストールファイルは、/usr/local に置かれていることを想定しています。パス名

は各自の環境に合わせて読み替えてください。 

 

２．スクリプトを実行し環境設定を行います。 

カレントディレクトリーをスクリプトがある /usr/local/actianzen/etc に変更します。 

 

 

 

スクリプトを実行します。 

 

 

 

 

 

Actian Zen の環境設定 

 

Demodata を外部から参照できるように設定します。 

ユーザー test を作成してアクセスが可能なようにします。 

 

次のコマンドでユーザー test を作成します。 

 

 

     

※メッセージに従いパスワード等を設定してユーザーを作成してください。 

cd /usr/local 

tar -zxf Zen-Edge-Server-jajp-linux-armhf-yy.yy-zzz.zzz.tar.gz  

./install.sh 

 

cd actianzen/etc 

sudo adduser test 
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  パスワード以外は Enter キーを押すだけでも作成できます。 

 

test ユーザーを zen-data グループに追加します。 

     

 

 

test ユーザーを sudo グループに追加します。 

     

 

 

test ユーザーを samba のユーザーとして登録します。 

     

 

 

 Samba の設定を変更し、/usr/local/actianzen/data ディレクトリーを共有に設定します。 

 /etc/samba/smb.conf をエディターで開きます。 

 

 

 

 次の行を追加します。 

     

 

 

 

 

 

※この例では、/usr/local/actianzen/dataディレクトリーを共有名「actianzen」でアクセスできるよ

うに設定しています。 

 

samba サービスを再起動します。 

 

 

 

Actian Zen サービスを再起動して、smb.conf を再読み込みさせます。 

 

 

 

※Actian Zen サービスを再起動するまで、設定した共有名は使えません。 

sudo systemctl restart smbd 

[actianzen] 

comment = Actian zen data 

path = /usr/local/actianzen/data 

browseable = yes 

writable = yes 

sudo gpasswd -a test zen-data 

sudo smbpasswd -a test 

sudo gpasswd -a test sudo 

sudo nano /etc/samba/smb.conf  

sudo systemctl restart actianzen 
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ZenCC 起動時に、「Gtk-message: モジュール "canberra-gtk-module" の読み込みに失敗しました」が

表示されるため、次のコマンドで関連モジュールのインストールを行います。 

 

 

 

 

クライアントから Zen Control Center で接続 

 

クライアントの Control Center から、［エンジン］－＞［新規作成］－＞［サーバー］で Linux OS 

のマシンを追加します。 

 

 

※DNS 等で名前解決ができるように設定していない場合、IP アドレスで指定します。 

 

マシン名（IP アドレス）をダブルクリックして、接続します。 

 

 

 

Linux OS 上で Zen Control Center を起動 

 

ZenCC の起動は、ファイルから行うのではなく、端末から行います。 

 

sudo apt-get install libcanberra-gtk* 
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この操作を行うには、ユーザーが zen-data グループに追加されていることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

クライアントからのアクセス 

 

Actian Zen 製品に対し、 Windows および Linux クライアントから全ての Actian Zen インターフェ

イス（Btrieve API、DTI、ODBC、ADO、ADO.NET、JDBC）がサポートされています。 

 

zencc 
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クライアントから Btrieve ファイル参照 

 

ファイルパスに smb.conf で設定した共有名を使用して UNC 形式で指定するか、データベース URI 

形式で接続します。 

※ データベース URI でのアクセスでは、Samba の設定は必要ありません。 

 

例：共有名でアクセス 

¥¥サーバー名¥actianzen¥demodata¥person.mkd 

例：データベース URI でアクセス 

btrv://サーバー名/demodata?table=person 

 

クライアントから SQL（ODBC）で接続 

 

クライアントから ODBC で接続するには、ODBC Administrator から DSN を追加します。 

サーバー名に IP アドレスを設定し、「リストの取得」を行います。リストボックスにデータベースが

リストされますので、該当のデータベースを選択します。 

 

 

これで、ODBC データソースを指定して SQL アクセスが可能です。 

 

file://///サーバー名/actianzen/demodata/person.mkd
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クライアントの Control Center から設定変更 

Actian Zen の設定を変更するには、btadmin コマンドで管理者権限を設定しておく必要があります。 

btadmin を使用するためには、ツールへのパス、ライブラリへのパスが適切に指定されている必要があ

ります。ここでは、既に設定が行われている zen-svc ユーザーへ切り替えて設定を行います。 

 

 

 

 

 

この設定を行うことで、Control Center からエンジンのプロパティの変更が可能となります。 

 

Windows の共有にある Btrieveファイルにアクセス 

Windows の共有をマウントするためのマウントポイントを作成します。 

 

 

※この例では、マウントポイント名に「winzen」を指定しています。 

 

Windows の共有をマウントします。 

 

 

pvnetpass を使用し、該当サーバーで有効なユーザーとパスワードを設定しておきます。 

※zen-svc ユーザーへ切り替えて設定を行います。 

 

 

 

 

 

butil で Windows の共有にあるファイルにアクセスします。 

例： 

 

 

 

パスに データベース URI を使用することも可能です。 

 

 

sudo mount  -t cifs  //マシン名/共有名  /winzen  -o  username=ユーザー名 

sudo su 

su zen-svc 

btadmin  -p  パスワード  a+  ユーザー名 

butil  -stat  /winzen/demodata/person.mkd 

sudo mkdir  /winzen 

sudo su 

su zen-svc 

pvnetpass  -a  マシン名  -u  ユーザー名  -p  パスワード 
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Actian Zen ユーザー以外でツールを使用（設定） 

 

Actian Zen ユーザー以外で Actian Zen のツールを使用するには、パス等の設定が必要です。 

/etc/profile または /home/ユーザー名/.bash_profile に次の 3 行を追加します。 

 

 

 

 

Actian Zen の ライブラリモジュールが呼び出せるよう /etc/ld.so.conf.d/ に拡張子が conf で任意の名

前のファイル（例えば zenlib.conf）を作成し、次の 3 行を追加して保存後、ldconfig コマンドを実行

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※設定完了後、再ログインまたは、端末の再起動が必要です。 

 

Actian Zen ユーザー以外でツールを使用（実行） 

 

例： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

sudo ldconfig 

export ACTIANZEN_ROOT=/usr/local/actianzen  

export PATH=$ACTIANZEN_ROOT/bin: $PATH  

export MANPATH=$MANPATH:$ACTIANZEN_ROOT/man 

/usr/local/actianzen/lib 

/usr/local/actianzen/lib64 

/usr/lib 

butil  -stat  /usr/local/actianzen/data/DEMODATA/Person.mkd 
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データベースの作成 

 

データベースの作成は、Windows での操作と同様、ZenCC から新規データベースの作成が可能です。 

ただし、デフォルトでは ubuntu が使用する文字コード（UTF-8）が使用されます。このため、char 型

の項目に Shift-JIS のコードを書き込むと、SQL で文字化けが発生します。 

主に Windows クライアントからアクセスを行う場合、コードページを CP932 に設定してください。 

 

＜コードページの設定手順＞ 

 

左ペインのマシン名右クリックし、［新規作成］－＞［データベース］の順にクリックします。 
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「コードページの変更」をクリックします。 
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［CP932］を選択し、OK をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、SQL 文でデータベースを作成することも可能で、SQL 文に「ENCODING 'CP932'」を追加すること

で、Shift-JIS のエンコードを指定できます。 

※Windows OS 上でも SQL 文でデータベースを作成する場合には、エンコーディングを指定可能です。 

 

SQL 文でデータベースを作成する場合、ZenCC で DEMODATA に接続して、「新しい SQL ドキュメントを

作成します。」を実行するか、isql 等のツールから DEMODATA に接続して SQL 文を実行します。 

 

例： 

 

create database testdb DICTIONARY_PATH '/usr/local/testdb' ENCODING 'CP932' 
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Btrieve API サンプル の実行 

 

C 言語サンプル（btrsamp.c）のコンパイル、実行は次の手順で行います。 

 

１．サンプルが含まれる Btrieve API SDK のダウンロード 

次の WEB ページから Btrieve API SDK をダウンロードします。 

 

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/access_methods/btrieve/ 

 

Linux 用の SDK を home ディレクトリーにダウンロードします。 

Zen-SDK-Btrieve-linux-noarch- yy.yy.zzz.zzz.tar.gz 

 

２．ダウンロードした SDK を展開します。 

・/usr/local/actianzen をカレントにし、tar コマンドで展開します。 

 

 

 

 

※ファイルを /usr/local にダウンロードした前提で記載しております。 

 

次のディレクトリーが作成されます。 

 

Zen-SDK-Btrieve-linux-noarch-yy.yy.zzz.zzz 

  ┃ 

┣ doc 

  ┃ 

┣ intf 

  ┃ 

┗ samples 

 

便宜上ディレクトリー名を変更します。 

 

 

 

３．コンパイルが行えるよう Makefile の次の行を変更します。 

 

 

cd  /usr/local/actianzen 

tar  -zxf  /usr/local/Zen-SDK-Btrieve-linux-noarch-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz 

mv  Zen-SDK-Btrieve-linux-noarch-yy.yy.zzz.zzz  SDK 

sudo nano /usr/local/actianzen/SDK/samples/btrieve/Makefile 

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/access_methods/btrieve/
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↓ 

 

 

 

４．サンプルをコンパイルします。 

サンプルのディレクトリーに移動し、make allを実行します。 

詳細は README ファイルをご参照ください。 

 

 

 

 

５．サンプルを実行します。 

 

 

 

Python サンプル 

 

Python サンプルは、SWIG で生成したモジュールを使用し、Btrieve2 API を呼び出します。 

サンプルを実行する前に、SWIG でモジュールの生成が必要です。 

 

Python 実行用のモジュール生成 

 

１．Btrieve2 API SDK をダウンロード 

    次の WEB ページから Btrieve2 API SDK をダウンロードします。 

 

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/access_methods/btrieve/v16/ 

 

Linux 用の SDK を使用します。 

 

Zen-SDK-Btrieve2API-linux-noarch-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz  

 

※この手順では、ファイルを /usr/local にダウンロードしています。 

 

cd  /usr/local/actianzen/SDK/samples/btrieve 

make  all 

./btrsamp 

LIBDIR = $(ACTIANZEN_ROOT)/lib64 

LIBDIR = /usr/local/actianzen/lib64 

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/access_methods/btrieve/
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２．デモプログラム用のディレクトリーを作成。 

 

 

 

 

３．ダウンロードした SDK を展開します。 

 

/usr/local/actianzen/SDK をカレントにし、tar コマンドで展開します。 

 

 

 

 

※ファイルを /usr/local にダウンロードした前提で記載しております。 

 

次のディレクトリーが作成されます。 

 

Zen-SDK-Btrieve2API-linux-noarch-yy.yy.zzz.zzz  

  ┃ 

┣ doc 

  ┃ 

┣ intf 

  ┃ 

┗ samples 

 

便宜上ディレクトリー名を変更します。 

 

 

 

４．SWIG および Python がまだインストールされていない場合は、インストールします。 

 

 

 

 

５．ディレクトリーを Btrieve 2 SDK ディレクトリーに変更します。 

 

 

 

cd  /usr/local/actianzen/SDK 

tar  -zxf  /usr/local/Zen-SDK-Btrieve2API-linux-noarch-yy.yy.zzz.zzz.tar.gz 

 

sudo mv  Zen-SDK-Btrieve2API-linux-noarch-yy.yy.zzz.zzz  Btrieve2API 

 

sudo apt-get install swig 

sudo apt-get install python3 python3-dev 

cd Btrieve2API 

mkdir /usr/local/actianzen/SDK 
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６．Btrieve Python を生成します。（一行で入力します） 

 

 

７．Btrieve Python をビルドします。 

上記で使用されている Python へのパスは異なる場合があることに注意してください。 

 

 

 

８．デモプログラム用のディレクトリーを作成。 

 

 

 

 

９．Btrieve 2 SDKに含まれている Pythonサンプルと必要なファイルをそのディレクトリー内にコピ

ー。 

 

 

 

 

 

 

１０． 必要なロードライブラリを見つけるために、zen-svc のユーザーに変更するまたは

LD_LIBRARY_PATH に/usr/local/actianzen/lib64 を追加します。 

 

 

 

/usr/local/zendemo ディレクトリーのパーミッションで「内容の変更」に「すべて」を設定しま

す。 

 

 

sudo swig -cppext cpp -outcurrentdir -python -c++ -Iinclude -o btrievePython.cpp 

swig/btrievePython.swig 

sudo g++ -c -fPIC -Iinclude -I/usr/include/python3.12 btrievePython.cpp 

sudo g++ -shared btrievePython.o -o _btrievePython.so -L/usr/local/actianzen/lib64 -

lbtrieveCpp 

cd /usr/local/zendemo 

sudo cp /usr/local/actianzen/SDK/Btrieve2API/samples/btest.py . 

sudo cp /usr/local/actianzen/SDK/Btrieve2API/btrievePython.py . 

sudo cp /usr/local/actianzen/SDK/Btrieve2API/_btrievePython.so . 

 

sudo chmod  777  /usr/local/zendemo 

sudo mkdir /usr/local/zendemo 

 

export LD_LIBRARY_PATH=$LD_LIBRARY_PATH:/usr/local/actianzen/lib64 
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１１． Pythonテストプログラムを実行します。 

 

 

 

 "record: (9, 81, 3.0)" が表示されるはずです。 

 

他の Python サンプル 

 

次の WEB ページの「サンプルプログラム」から pythondemo.tar.gz をダウンロードして展開し

ます。 

 

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/access_methods/btrieve/ 

 

ダウンロードディレクトリーをカレントとし、展開します。 

 

 

  

 

展開したファイルを /usr/local/zendemo ディレクトリーにコピーします。 

 

 

 

カレントディレクトリーを /usr/local/zendemo に変更し、次のコマンドでサンプルを実行しま

す。 

 

 

 

 

 

Btrieve 2の C++プログラムのビルド及び実行の手順 

 

Btrieve 2 の C++のプログラムは下記の手順でビルド及び実行できます。 

Btrieve 2 の C++サンプルプログラムは SDK の samples ディレクトリーにあります。 

 

cd /usr/local/zendemo 

python3  linux_python_sample.py 

cd ダウンロード 

tar  -zxf  pythondemo.tar.gz 

python3 btest.py 9 

cp pythondemo/*.* /usr/local/zendemo 

https://www.agtech.co.jp/actian/support/reference/sdk/access_methods/btrieve/
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この手順は上記の「Python サンプル」の手順が使用した /usr/local/zendemo ディレクトリーを再利用

します。 

 

１．Btrieve 2 SDK の Include ディレクトリーを /usr/local/zendemo にコピーします。 

 

２．Btrieve 2 SDK の サンプル btest.cpp を /usr/local/zendemo にコピーします。 

 

 

 

 

３．下記のコマンドでビルドします。 

 

４．テストプログラムを実行します。 

 

 

 

 "record: (9, 81, 3.000000)" が表示されるはずです。 

g++ -o btest -Iinclude -L/usr/local/actianzen/lib64 samples/btest.cpp -lbtrieveCpp -lm 

cd /usr/local/zendemo  

sudo cp -r /usr/local/actianzen/SDK/Btrieve2API/include .  

./btest 9 

sudo cp /usr/local/actianzen/SDK/Btrieve2API/samples/btest.cpp .  


